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編 集 後 記 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　近年の酪農技術は多様化しています。飼養方法においては放牧
からフリーストール、搾乳方法は手搾りから自動搾乳（ロボット
搾乳）、給餌方法は分離給与から混合給与まで、さまざまな酪農
技術が混在しています。けれども、飼養頭数、土地条件、労働力
などに応じて、どの酪農場も「地に足を付けた経営」を目指して
います。
　本号で紹介した酪農海外現地実務研修会参加の方々も視察され
たそうですが、世界屈指の港湾都市オランダ・ロッテルダムで
は、海上に浮かぶ酪農場「フローティング・ファーム」（Floating 
Farm Rotterdam）が建設され、稼働しています。世界初の試
みとなる海上の酪農場では、自家発電エネルギーほか、雨水をろ
過した牛の飲水、糞尿の処理・加工など、すべて場内でまかなっ
ています。
　海上に浮かぶ酪農場の設計者ペーター・ファン・ヴィンガーデ
ン氏は、ハリケーン・サンディがニューヨークを襲い、停電や水
害によって流通がマヒし、売り場から新鮮な食料がなくなってし
まった状況を忘れられないと言っています。海上酪農場の建設意
義は、温暖化による海面上昇や気候変動に適応するためのプロ
ジェクトの一つと言えます。
　そう遠くない将来、空中に浮かぶ酪農場で暮らす優雅な牛たち
の姿をみる日も訪れるかもしれませんね。


